
東京大学・大学院新領域創成科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(B)（一般）

2019～2017

可溶型GalNAc転移酵素を用いたO-GlcNAc修飾タンパク質の網羅的機能解析

Comprehensive analysis of O-GlcNAcylated proteins using soluble 
GalNAc-transferase

２０１７４７８２研究者番号：

山本　一夫（Yamamoto, Kazuo）

研究期間：

１７Ｈ０３６３９

年 月 日現在  ２   ６   １

円    13,400,000

研究成果の概要（和文）：転写因子等のO-GlcNAc修飾が細胞の分化や増殖を誘導するとともに、これらタンパク
質のプロテオスタシスを制御していることが知られている。このような重要性が指摘されているにも拘わらず、
O-GlcNAc修飾の解析には多くの困難がある。本課題では、高感度なO-GlcNAc修飾タンパク質の検出法、修飾部位
の同定方法、修飾部位特異的な抗体の作成技術、抗体を用いたO-GlcNAc修飾タンパク質の動的観察、BioID法を
用いた相互作用タンパク質の特定を通して、O-GlcNAc修飾タンパク質の機能解明に通じる流れを確立した。

研究成果の概要（英文）：It is well known that O-GlcNAcylation of nuclear and cytoplasmic proteins, 
such as transcription factors, induces differentiation and proliferation of the cell and 
furthermore, such modification regulates their proteostasis. We noticed that O-GlcNAcylation of 
proteins plays an important role in their functions, however there are many difficulties in their 
biochemical and biological analyses. In this project, we established many kinds of analytical 
methods to clarify the meaning of O-GlcNAc modification of proteins through high sensitive 
identification of O-GlcNAcylated proteins, identification of GlcNAc-modified residues, establishment
 of antibodies specific for GlcNAc-modified residues, observation of dynamic protein modification by
 O-GlcNAc, and identification interacting partner protein with O-GlcNAcylated proteins.

研究分野：糖鎖生物学

キーワード： 糖鎖　翻訳後修飾　糖転移酵素

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タンパク質の機能を制御する薬剤が多数作られることにより、さまざまな病気を治療し改善することが可能とな
っているが、核内・細胞質内のO-GlcNAc修飾を標的とした創薬は未だに何一つ行われていない。多くの創薬標的
分子に関して、さまざまな薬剤の開発が試みられているように、今回の研究の対象とした核内・細胞質内タンパ
ク質のO-GlcNAc修飾が新たな創薬標的分子の一つの大きな対象となりうることを示し、そのアプローチの道筋を
開いた成果と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。











５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計3件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2019年

2019年

2019年

〔学会発表〕　計7件（うち招待講演　3件／うち国際学会　0件）

2019年

 ２．発表標題

第92回日本生化学会大会（招待講演）
 ３．学会等名

 １．発表者名
粂優彦、山口高志、池原譲、山本一夫

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

膵管腺癌の3次元培養下における表現型に関わるO-GlcNAc修飾の機能

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
改変レクチンの創出

医学のあゆみ 720-726

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
山本一夫 269
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
レクチン医学最前線-はじめに-

医学のあゆみ 629

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
山本一夫 269
 １．著者名

TGF-b signaling promotes tube-structure-forming growth in pancreatic duct adenocarcinoma

Scientific Reports 11247

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
https://doi.org/10.1038/s41598-019-47101-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
Yamaguchi, T., Ikehara, S., Akimoto, Y., Nakanishi H., Kume, M., Yamamoto, K., Ohara, O.,
Ikehara, S., Ikehara, Y.

9
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第36回プラズマ核融合学会年会（招待講演）

第49回日本膵臓学会大会

第37回日本糖質学会年会

第10回プラズマ医療・健康産業シンポジウム（招待講演）

山本一夫

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

山本一夫

糖鎖機能を標的とする創薬デザイン-鳥インフルエンザ感染とがん

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

粂優彦、山口高志、池原譲、山本一夫

糖鎖機能を標的とした創薬デザイン

膵管腺癌の3次元培養下における表現型に関わるO-GlcNAc修飾の機能解析

膵管腺癌の3次元培養下における表現型に関わるO-GlcNAc修飾の機能解析

粂優彦、山口高志、池原譲、山本一夫



2017年

2017年

〔図書〕　計1件

2018年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

 ３．書名
図説免疫学入門

 ５．総ページ数

 １．著者名  ４．発行年
山本一夫

 ２．出版社
東京化学同人 168

第9回プラズマ医療・健康産業シンポジウム

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

第90回日本生化学会

山本一夫

山本一夫

 ３．学会等名

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

GAGを認識する改変レクチンの創出

GAG 鎖を識別する遺伝子改変レクチンの創製と新たな創薬標的探索への展望

 ４．発表年


